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                統計物理と統計的推定

                                    伊 庭 幸 人

 統計モデルの大規模化，非ガウス化にともなって，統計物理と統計的推定の関連が注目されている．た

とえば，非ガウスや離散の画像モデルに対しては，ABIC，事後分布，最尤解等を求めるためにメトロポ

リス法が効果的に使用できることが示されている（Geman，S．and Geman，D．（1984），Marroquin et a1、

（1987），Ogata（1988），尾形（1988））．

 この分野で以下のような研究を行ない，報告会では，その動機と内容について概略を述べた．

 1．最も簡単な離散モデル（イジング模型）による画像処理問題をとりあげ，基礎的た問題点を調べ

   た．

2．統計物理の代表的近似法のひとつである平均場近似を画像処理に適用することを試みた．

 3．画像以外の問題における統計物理アナロジーの可能性を探った．特に，離散ラベルを持つ分類間

   題について研究した．
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       “自然体験”による子供の心の教育効果に関する一考察

                                    千 野 貞 子

 現代の技術革新による都市化，それに伴う核家族化や環境破壊による緑地の減少等は，子供達から活

発た身体活動の機会や，自然から得られる直接体験の場を奪っている．これを補うためには，子供達を

意図的に大自然の中に連れ出し，自然の中での集団生活を媒体とした教育活動を実践していく野外活動

が必要である．野外活動における生活体験は，生活適応力と創意工夫の能力を高め，自主性，協調性を

養い，体力や忍耐力の強化に役立つであろう．この効果を検証するためには，子供の実態把握と共に心

理面での客観的な評価法を得ることが必要である．このため，著者等は，1984年より“国立那須甲子少

年自然の家”を通して，関東一円の小中学生に対し，自然体験，生活習慣に関するアンケート調査を継

続的に実施し，1987年には，台湾の同世代と比較するたど，多角的な視点からの研究を目指してきた．本

報告では，特に，子供の性格把握という面から，自然体験を通して子供の性格がどのように変っていく

かを探る糸口として，質問の回答による性格評価の問題について論じた．

 先ず，行動力，忍耐力，感受性の3視点から，それぞれを表すような内容の質問（16問）を設定し，そ

の甲答をもって子供自身の性格自己評価とした．一方，担任教師には，その子供の行動力，忍耐力，感

受性について，3段階の優劣評価の記入を依頼した．解析法としては，子供自身による性格評価と教師か

らの評価との関連度を赤池の情報量規準（AIC）を用いて計り，この尺度値に基づいて最小次元解析（林

のMDA－OR）手法を行なった．結果は，行動力や感受性を代表する項目のクラスターが，二次元布置と

して，かなりはっきり認められた．この結果から，質問の回答を通して子供の性格をある程度，類型化
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する事が可能どたり，自然体験による子供の心の変化に踏みこむ糸口が作られた．

 本研究は，昭和63年度統計数理研究所個別共同研究（63一共研一86）r“自然体験”による子供の心の

教育効果に関する統計的研究」によるものであり，統計数理研究所研究リポートNo．66及び67に報告

した．

         最尤推定量に含まれない情報の一部蘇生について

                                   平 野 勝 臣

 標題に関した報告の要旨について述べる．近年，このテーマについて種々の角度から研究されている

し，また，よく知られたものである．出発点はFisher（1925．1934）の次の指摘である．すなわち『母数

θのMLEθに含まれたい情報は尤度のθに関する2回微分で部分的に回復し，それは補助統計量とし

て扱われる』．

 θについての推定は推定値θとその標準偏差を知ることと考える．zθを対数尤度，αを補助統計量

とする．Efron and Hink1ey（1978）はCox（1958）の例を用いて，θの漸近分散∫8Iの近似値として，

Var（σ1α）≒一㍍1を用いる利点を述べ，1母数のtransIationfami1yで成立することを示した．Amari

（1982）は曲指数型分布族に於いて曲率方向の補助統計量が有効で，一んから求まると述べ，示している．

これらの考察は標本の情報が（θ，α）にあると述べているわけである．

 我々はinverse Gaussian分布∫（μ，o－2μ）（oは変動係数で既知）が2母数のinverseGaussian∫（μ，ノ）

の族の中で双曲型の曲指数型分布族であることから，θ＝1ogμと変換したモデルを用いて詳細に検討し

た．そこではVar（σ1α）一1≒一76が成立し，㍍がexactancmaryであること等がわかった．また

Hink1ey（1977）のモデルでは仮定が不自然であることを指摘し，我々のモデルではその様な仮定を必要

としないことを報告した．これはHirano and Iwase（ユ989）に基づいている．
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         有限型フォン・ノイマン環の相対エントロピー

                                   吉 田 裕 亮

 PimsnerandPopa（1986）により導入された有限型フォン・ノイマン環Mの，その部分フォン・ノ

イマン環Nに対する相対エントロピー∬（MlM）について研究を行なった．主に，一般の有限型フォ

ン・ノイマン環Mとその部分フォン・ノイマン環Mにおいて，Mが因子環の場合にどのようにして環

元されるかということ，及びMからMへの条件付き期待値の分解を考えることにより相対エントロ
ピーH（M l w）の計算において有用た公式が幾つか得られた．


